
 

 

お客様 各位 

2022年10月吉日 

富士フイルム VET システムズ株式会社 

 営業本部 営業推進部  

受託検査推進グループ 

 

受託検査サービス 微生物学検査のご案内 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

受託検査サービス“微生物学検査”についての変更点を下記の通りご案内いたします。 

今後とも、弊社サービスをご愛顧賜りますようお願い申し上げます。 

謹白 

記 

 

【対象サービス】 

微生物学検査 

【内容】 

・“Staphylococcus pseudintermedius”が目的菌の選択なく、ご報告可能になりました 

・別紙1 検査規格リニューアル 

・別紙2 参考資料「採取について」/新微生物検査依頼書 

詳細は別紙をご参照ください。 

【変更日】 

2022年10月3日（月）受付分より 
 
 

尚、本件に関するお問い合わせにつきましては、下記までご連絡ください。 

 

【問い合わせ先】 

営業推進部 受託検査推進グループ  

連絡先 042-226-7129（受付時間：平日9:30-18:00） 

以上 
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・別紙1 検査規格リニューアル 

＜対象項目＞ 

一般細菌培養同定、嫌気性菌培養同定、血液培養、便培養、培養後薬剤感受性試験 

＜変更内容＞ 

検査規格 

 現在 新 

報告日数 

(営業日換算) 

培養同定：～8 日 

血液培養：～10 日 

培養後薬剤感受性試験：～9 日 

培養同定：4～6 日 

血液培養：～6 日 

培養後薬剤感受性試験：培養後 1 日 

感受性基準 CLSI M-100-S26（ヒト基準） CLSI VET01S（動物専用基準） 

“培養後薬剤感受性試験“ 新料金体系(ご依頼時に選択可能) 

価格(税別）※1  2  
“自由選択”または 

“既存セット“(検出菌別薬剤セット) 
推奨薬剤セット(新設) 

※1 培養同定価格は従来通りとなります。 

※2 クイック薬剤感受性試験価格は従来通りとなります。 

 

【推奨薬剤セット（12 薬剤）について】 

採材部位ごとに検出率の高い細菌を想定し、移行性を考慮した薬剤を設定いたしました。 
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なお本セットは、鳥取大学農学部 共同獣医学科 臨床獣医学講座 准教授 原田和記先生、 

犬と猫の皮膚科代表 アジア皮膚科専門医 村山信雄先生にご監修いただいております。 

 

実施可能な感受性薬剤一覧は、裏面をご覧ください。 

 

 

 



 

 

【実施可能な感受性薬剤一覧 ※4】 

・星印は今回新たに実施可能となった薬剤です。 

・NA（ナリジクス酸）は治療薬販売中止に伴い、受託を中止いたしました。 

略語 一般名 略語 一般名 

〈ペニシリン系〉 〈アミノグリコシド系〉 

ABPC アンピシリン GM ゲンタマイシン 

SBT/ABPC スルバクタム/アンピシリン KM カナマイシン 

AMPC アモキシシリン SM ストレプトマイシン 

CVA/AMPC クラブラン酸/アモキシシリン AMK アミカシン 

PCG ベンジルペニシリン TOB トブラマイシン 

PIPC ピペラシリン FRM フラジオマイシン 

PIPC/TAZ ★ ピペラシリン/タゾバクタム DKB ジベカシン 

〈セフェム系〉 ABK アルべカシン 

CEZ セファゾリン 〈マクロライド系〉 

CET セファロチン EM エリスロマイシン 

CEX セファレキシン CAM クラリスロマイシン 

CTM セフォチアム AZM アジスロマイシン 

CXM セフロキシム JM ジョサマイシン 

CMZ セフメタゾール 〈テトラサイクリン系〉 

CCL セファクロル TC テトラサイクリン 

CPZ セフォペラゾン MINO ミノサイクリン 

CTX セフォタキシム DOXY ドキシサイクリン 

CZX セフチゾキシム OTC ★ オキシテトラサイクリン 

CAZ セフタジジム 〈クロラムフェニコール系〉 

CFV セフォベシン CP クロラムフェニコール 

CFIX セフィキシム 〈ポリペプチド系〉 

CPDX-PR セフポドキシム・プロキセチル CL コリスチン 

CDTR-PI セフジトレン・ピボキシル VCM バンコマイシン 

CFDN セフジニル PL-B ポリミキシン B 

CFPN-PI セフカペン・ピボキシル 〈キノロン系〉 

CMX ★ セフメノキシム GFLX ★ ガチフロキサシン 

CTRX ★ セフトリアキソンナトリウム OFLX オフロキサシン 

CZOP セフォゾプラン ERFX エンロフロキサシン 

CFPM セフェピム OBFX オルビフロキサシン 

〈オキサセフェム系〉 CPFX シプロフロキサシン 

LMOX ラタモキセフ NFLX ノルフロキサシン 

FMOX フロモキセフ LVFX レボフロキサシン 

〈カルバペネム系〉 TFLX トスフロキサシン 

IPM イミペネム LFLX ★ ロメフロキサシン 

MEPM メロペネム MBFX ★ マルボフロキサシン 

〈ペネム系〉 〈その他〉 

FRPM ファロペネム FOM ホスホマイシン 

〈モノバクタム系〉 ST スルファメトキサゾール・トリメトプリム 

AZT アズトレオナム LZD ★ リネゾリド 

〈リンコマイシン系〉 TEIC ★ テイコプラニン 

LCM リンコマイシン MNZ ★ メトロニダゾール 

CLDM クリンダマイシン 

※4 一部の薬剤感受性試験は、CLSI の定める代表薬剤の概念（薬剤特性の類似するグループの 

薬剤の測定結果は、その結果に一定の相関が認められる）に基づいて判定する場合がございます。 



 

 

・別紙 2  参考資料「採取について」 / 新微生物検査依頼書

 

＜ご注意＞ 

・抗菌薬投与中は、細菌の発育が見られないことがあるため、極力抗菌薬投与前の採材を推奨 

します。（投与後であっても最短2日間の休薬後） 

・滅菌スピッツ管で提出いただいた場合、嫌気培養は実施できません。 

 

裏面に最新の依頼書を掲載しております。お手元にない場合、コピーしてご利用ください。 

採取部位 材料 提出容器 採取方法

口腔内ぬぐい液
唾液による常在菌の汚染を極力避け、潰瘍部または発赤、白

苔部をスワブで採取してください。

歯科

（根尖膿瘍等）

排膿のない場合は穿刺により膿を採取してください。菌血症・敗血症が疑われる

場合、抗菌薬投与前に血液培養を検討ください。

鼻汁

（上部気道疾患）

表皮に付着した鼻汁は、皮膚の常在菌混入の可能性があるため、

鼻腔の深部から採取してください。

気管支肺胞洗浄液

（下部気道疾患）
洗浄には生理食塩水を使用してください。

糞便
スワブまたは

滅菌スピッツ
地面等に触れた表面を避け、便の内部から無菌的に採取してください。

胆汁
スワブまたは

嫌気ポーター

無菌的に採取してください。

嫌気培養を実施する場合は、シリンジで吸入する等、空気に暴露しないようすみ

やかに取り扱ってください。

尿 滅菌スピッツ
可能な限り膀胱穿刺で採取してください。

スワブで採材いただいた場合、尿定量培養は実施できません。

膣分泌液 スワブ

無菌的に採取してください。

嫌気培養を実施する場合は、空気に暴露しないようご注意いただきすみやかにお

取り扱いください。

血液 血液培養ボトル

採血部位を毛刈りし、消毒を徹底の上採血してください。血液培養ボトルの刺入

部位を消毒し、空気の混入を防ぐため、嫌気ボトル、好気ボトルの順番でそれぞ

れ規定量をすみやかに注入してください。

胸水

腹水

脳脊髄液

間節液

耳漏

出来る限り水平耳道よりスワブにて採取してください。

外耳道の汚染が顕著な場合は一度スラブで拭った後、新しいスワブを用いて検体

を採取してください。

眼脂
出来る限り点眼前に採取してください。

菌量が少ないことがあるため、なるべく多めに採取してください。

皮膚

原則表面の消毒は不要です。

膿疱・膿瘍は注射器を刺し、膿を吸引し針からスワブに付着させてください。

痂疲、鱗屑は滅菌した鉗子で持ち上げるか除去し、直下の皮膚をスワブで拭って

ください。

創傷部
創傷部から出血が見られた場合は、できる限り血液が付着しないようご注意くだ

さい。

その他 スワブ

消化器

泌尿器

生殖器

呼吸器 スワブ

血液

穿刺液

貯留液

スワブまたは

嫌気ポーター

穿刺部位を毛刈りし、消毒を徹底の上採取してください。

嫌気培養を実施する場合は、空気に暴露しないようご注意いただきすみやかにお

取り扱いください。

スワブまたは

嫌気ポーター

採材部位を毛刈りし、消毒を徹底の上採取してください。

嫌気培養を実施する場合は、空気に暴露しないようご注意いただきすみやかにお

取り扱いください。

口腔
スワブまたは

嫌気ポーター



 

 

 


